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序　　　　　文

メキシコ合衆国は、生物多様性大国（メガバイオダイバーシティー国家）世界第 5 位に位置づ

けられているとおり、多様な固有遺伝資源を保有する国であります。メキシコ合衆国政府は国家

開発計画（2007 年～ 2012 年）において、遺伝資源の保存及び保護への取り組みを掲げ、この一

環として、国立農牧林研究所（INIFAP）は国立遺伝資源センター（CNRG）をハリスコ州テパティ

トランに設置し、2011 年 5 月より正式に活動を開始しました。

今後、同センターにおいては、遺伝資源の多様性評価及び長期保存技術の確立や、遺伝資源の

材料移転や国際利用に関する利益配分のモデルを確立し、保有する遺伝資源を国際的に役立てる

ための基盤を構築するため、今般、メキシコ合衆国政府はわが国に対し、科学技術協力「メキシ

コ遺伝資源の多様性評価と持続的利用の基盤構築」を要請しました。

これを受けて独立行政法人国際協力機構は、2012 年 8 月 26 日から 9 月 8 日の間、詳細計画策

定調査団を派遣し、メキシコ合衆国政府及び関係機関との間で、「地球規模課題対応国際科学技

術協力」の枠組みによる協力計画の策定及び実施体制について協議を行いました。

本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであり、この報告書が、本協力の

成果発現に向けた取り組みに役立つとともに、メキシコ合衆国の開発並びに両国の友好・親善の

一層の発展に寄与することを期待いたします。

終わりに、本調査実施にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心から感謝の意を

表します。

平成 25 年 2 月

独立行政法人国際協力機構

農村開発部長　熊代　輝義
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１．案件名

国　名：メキシコ合衆国

案件名：和文（科学技術）メキシコ遺伝資源の多様性評価と持続的利用の基盤構築

英文　The project “Diversity Assessment and Development of Sustainable
Use of Mexican Genetic Resources”

２．事業の背景と必要性

（１）メキシコ合衆国（以下、「メキシコ」と記す）における生物遺伝資源セクターの現状と課題

地球温暖化等の気候変動が顕著化するなか、さまざまな生産条件に応じて、増え続ける

世界人口への安定した食料供給を行うためには、遺伝資源の多様性 1 確保及びその持続的

な利用は重要である。メキシコは世界第 5 位の多様な遺伝資源を有する国であり、世界的

にも重要性のあるメキシコ原産の植物遺伝資源が多数存在する。メキシコ国内においても、

遺伝資源の収集活動は 1940 年代より取り組まれてきたものの、保存施設の老朽化、管理

の不足等によりその遺伝的多様性や保全に関する研究は主要作物（小麦、トウモロコシ等）

に限定されており、地域や現地特有の遺伝資源の保全管理に関する研究は限られている。

特に、熱帯種の種子の一部は乾燥や低温条件下で生き残ることはできず長期保存が困難で

あり、これらの種の持続的な利用のための多様性の評価及び効果的な長期保存法の確立に

資する研究の実施が急務となっている。

また、遺伝資源はエネルギーと同様、21 世紀の戦略資源として認知され、多様な国

際条約のなかで法的事項が議論されている。生物多様性条約（Convention on Biological 
Diversity：CBD）2 及び名古屋議定書 3 においては、遺伝資源の国家主権の尊重が認知さ

れ、また遺伝資源から得られる知識や材料については、公正で衡平なアクセスと利益配分

（Access and Benefit-sharing：ABS）が最大の課題となっている。ただし、ABS については

メキシコに限らず、具体的な事例が少なく、事例構築による啓発及び各締結国による関連

法整備の促進が期待されている。特に、多様な遺伝資源を有するメキシコにおいて、適正

な遺伝資源の移転や利用に係る体制の整備に貢献することは、その持続的利用の観点から

わが国のみならず世界的にも意義深い。

（２）メキシコにおける生物遺伝資源セクターの開発政策と本事業の位置づけ

多様な遺伝資源を有するメキシコ政府は国家開発計画（2007 年～ 2012 年）において、遺

伝資源の保存及び保護への取り組みを掲げ、国内の動植物、微生物資源を含めた遺伝資源

事業事前評価表（地球規模課題対応国際科学技術協力）

担当部・課：農村開発部畑作地帯第一課

1　 ある 1 つの種のなかでの遺伝子の多様性。遺伝的多様性が高ければ、環境が変化した場合にも、その変化に適応して生存する

ための遺伝子が種内にある確率が高くなる。
2　 ① 生物多様性の保全、② 生物多様性の構成要素の持続可能な利用、③ 遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分

を目的とする条約（平成 5 年 12 月 21 日条約第 9 号）。
3　 2010 年 10 月 29 日に愛知県名古屋市で開催された第 10 回締約国会議（COP10）にて採択された、「遺伝資源」の利用で生じた

利益を国際的に公平に配分することを目的とした生物多様性条約の議定書。



ii

の保存、保護、持続的利用を包括する国家遺伝資源システム（Sistema Nacional de Recursos 
Genéticos para la Alimentación：SINARGEN）を設立した。この一環として、国立農牧林研

究所（National Forestry, Crops and Livestock Research Institute：INIFAP）は、本プロジェク

トの活動拠点となる国立遺伝資源センター（National Genetic Resources Center：CNRG）を

ハリスコ州テパティトランに設置し、2011 年 5 月より正式に活動を開始したところである。

メキシコの遺伝資源の生育域外保全 4 の中枢機関として、これまで生物遺伝資源（植物、動物、

水産等）約 25,000 点を収集・保存している。

（３）メキシコの生物遺伝資源セクターに対するわが国及び JICA の援助方針

本件科学技術協力は、わが国（外務省）の事業展開計画に示される援助重点分野「地球

環境問題」、開発課題「地球規模の気候変動への対策強化」のなかの協力プログラム「気候

変動対策能力強化（科学技術協力の推進）」に該当し、生物多様性の分野における科学技術

協力を通じた気候変動対策能力強化をめざす。

（４）他の援助機関の対応

現在、INIFAP 及び CNRG に対し生物遺伝資源に係る研究プロジェクト支援は行われて

いない。

３．事業概要

（１）事業目的

本プロジェクトは、CNRG においてメキシコ原産かつ地域的、国際的に経済的価値を有

するものの、研究が立ち遅れている植物種 6 種 5 を中心とした遺伝的多様性の評価及び長

期保存法の確立や、遺伝資源の国際利用に関する移転や利益配分のための組織体制を行う

ことにより、メキシコの遺伝資源の保全管理及び遺伝資源の持続的利用に寄与することを

目的とする。

（２）事業スケジュール（協力期間）

2013 年 4 月から 2018 年 3 月（60 カ月）

（３）本事業の受益者（ターゲットグループ）

直接裨益対象者：CNRG の研究者（約 30 名）

（４）総事業費（日本側）

3 億 7,000 万円

4　 本来の生息地の中での保全を図る「生息域内保全」を優先するが、その補完的措置として取られる手段で、生物の種、あるい

は個体群を保全する際の代償的手段（生物多様性条約第 9 条）。
5　 アボカド、ハヤトウリ、ウチワサボテン、カカオ、アマランサス、食用ホウズキの 6 種。以下、本プロジェクトにおける対象

種とはこの 6 品種を指す。
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（５）相手国側実施機関

国立農牧林研究所（INIFAP）及びその下部機関である国立遺伝資源センター（CNRG）

（６）国内協力機関

筑波大学、独立行政法人農業生物資源研究所（National Institute of Agrobiological 
Sciences：NIAS）

（７）投入（インプット）

1）　 日本側

a）　 専門家派遣

・ 長期専門家（ジーンバンク管理、植物遺伝資源）

・ 短期専門家（植物遺伝資源、組織培養、超低温保存、情報管理）

・ 業務調整員

b）　 日本におけるカウンターパート研修

c）　 予算の範囲内でのプロジェクト活動に必要な資機材

d）　 在外事業強化費

2）メキシコ側

a）INIFAP（CNRG）による必要な人材の配置

・ プロジェクトダイレクター

・ プロジェクト管理者

b）　 研究者（オーソドックス種子、組織培養、分子生物学、動物遺伝資源、微生物遺伝資源、

情報管理）

c）　 執務に必要な環境整備（執務室、備品スペース等）

d）　 研究機関における経費

・ カウンターパートの賃金及び国内移動に要する経費

・ 運営経費（光熱費、水道費、インターネット、液体窒素、資機材の運営管理に要す

る費用）

e）　 プロジェクトに必要な機材等に係る税金、通関経費

f）　 その他

（８）環境社会配慮・貧困削減・社会開発

1）　環境社会配慮

a）　 カテゴリ分類：Ｃ

b）　 影響と回避・軽減策

本プロジェクトは生物遺伝資源の保全及び適正な利用のための研究を進めるもので

あり、環境社会面での負の影響を及ぼす恐れは少ない。

2）　ジェンダー・平等推進 / 平和構築・貧困削減

特になし。
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（９）関連する援助活動

1）　わが国の援助活動

・  「（科学技術研究員）メキシコ遺伝資源の持続的利用の基盤構築（2010 年 7 月～ 2012
年 7 月）」：CNRG への長期専門家（1 名）派遣による CNRG の立ち上げ及び運営に対

する支援

・ 「日墨戦略的グローバル・パートナーシップ研修計画（植物遺伝資源）（2011 年 1 月、

2012 年 1 月、2013 年 1 月予定）」：メキシコ研究機関の研究員のわが国試験研究機関等

における研修（2011 年、2012 年それぞれ 5 名の受入れ）

2）　他ドナー等の援助活動

特になし。

４．協力の枠組み

（１）協力概要

1）　プロジェクト目標

a）　 CNRG において、対象種 6 種を中心とした遺伝的多様性の評価及び保存法の確立を

通じ、植物遺伝資源の持続的な保存・管理システムが確立される。

b）　 CNRG において、遺伝資源の交換に関する方針が確立される。

2）　成果及び活動

・ 成果１：CNRG において、対象種 6 種の遺伝的多様性が評価されるとともに、持続的

利用のための基盤が構築される。

指標 1-1  対象種 6 種の遺伝子マーカー 6 が開拓される。

 1-2  対象種のうち、アボカドを含む 2 種のコアコレクション 7 が選定され、メ

キシコ国内の研究機関等で利用される。

 1-3 遺伝資源に係る情報管理システムが運用可能となる。

 1-4 CNRG における植物遺伝資源の長期整備計画が策定・実施される。

活動 1-1 対象種の遺伝子マーカー及びその同定システムを開発する。

 1-2 CNRG が保有する対象種の遺伝的多様性評価を行う。

 1-3  多様性評価情報に基づきコレクションの複製及びコアコレクションの選定

を行う。

 1-4 遺伝資源のデータベース及び情報の管理システムを構築する。

 1-5 CNRG における植物遺伝資源の長期整備計画及び年次計画を策定する。

・ 成果２：対象種の種子の長期保存法が開発される。

指標 2-1 難貯蔵性種子 83 種の成長抑制保存法が確立される。

6　 生物個体の遺伝的性質（遺伝型）、もしくは系統（個人の特定、親子・親族関係、血統あるいは品種など）の目印となる個体

に特有の DNA 配列。
7　 保存遺伝資源の中から選定した代表的な品種・系統のセット。
8　 低温条件や乾燥状態での保存が難しい種子（⇔オーソドックス種子）。
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 2-2 難貯蔵性種子 4 種の超低温保存法が確立される。

 2-3 バレイショの 300 系統のアクセッション 9 が超低温保存される。

 2-4 オーソドックス種子 10 が新たに開発されるマニュアルに沿って保存される。

活動 2-1 難貯蔵性種子の組織培養法及び成長抑制保存法を確立する。

 2-2 難貯蔵性種子の低温保存法を確立する。

 2-3 バレイショの低温保存法を開発する。

 2-4 オーソドックス種子の長期保存法を確立する。

・ 成果３：CNRG における遺伝資源のアクセス及び利益配分に係る戦略が策定される。

指標 3-1  遺伝資源研究に関する手引き 11 が整理される。

 3-2  CNRG における国際間の植物遺伝資源の譲渡に必要な契約書式が整理され

る。

 3-3  プロジェクトによるメキシコ遺伝資源の保存・管理に関する国家戦略への

技術的な提言がなされる。

 3-4  遺伝資源に係る学術的提要 12 が取りまとめられる。

活動 3-1  国際協定等にのっとった国際間の遺伝資源の交換及び倫理的、法的、社会

的問題（Ethical, Legal and Social Issues：ELSI）に関する研究を取りまとめ

る。

 3-2  CNRG における遺伝資源のアクセス及び利益配分に係る戦略を策定する。

 3-3  プロジェクトによるメキシコ国内の遺伝資源に係る国家戦略に対する技術

的な提言を行う。

 3-4 遺伝資源科学に係る学術分野を創生する。

3）プロジェクト実施上の留意点

a）　 プロジェクト実施体制

CNRG は、2012 年 8 月 1 日現在、正規の職員 29 名（うち研究部署所属スタッフ 17
名）、任期つきで運営経費にて雇用する職員が 17 名（うち研究部署所属スタッフ 15 名）

の総計 46 名（うち研究部署所属スタッフ 32 名）が在籍しており、今後、順次、人員

を追加し、将来的には 60 名体制とする予定である。

プロジェクトの効率的な実施かつプロジェクト終了後の持続的な運営のため、

INIFAP 及び CNRG に対し適切な研究員等の配置を担保するよう依頼しており、プロ

ジェクト期間中も適切な措置が取られるか注視が必要である。

なお、研究員等の雇用期間は 3 年間が最長の例が多いことから、継続的な雇用によ

る頻繁なカウンターパートの交代を避けることを INIFAP 側に求めたが、被雇用者の意

向を無視した継続的な雇用は約束できないとして、この点での約束は取りつけること

9　 遺伝資源収集・保存の最小単位で、種子、イモ、苗等植物の特性によって保存の様態は異なる。バレイショの場合は、系統＝

準品種に相当するものを保存。
10　 低温条件や乾燥状態での保存が可能な種子（⇔難貯蔵性種子）。
11　 入門的説明（ガイダンス）の作成をめざす。
12　 要点をかいつまんで述べた文書。
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はできなかった。プロジェクト開始後は、頻繁なカウンターパートの交代が生じない

よう、仮にカウンターパートが交代する場合にも、プロジェクト活動に支障が生じな

い措置が講じられるよう確認・要求していく必要がある。

b）　 メキシコ側の予算確保

INIFAP 全体の予算が伸び悩むなか、今後のプロジェクト実施にあたり人員増や資機

材の拡充に伴う運営経費等の増加が見込まれる。INIFAP はプロジェクト実施に必要な

予算の確保を約束したが、プロジェクト期間中も注視が必要である。

（２）その他インパクト

CNRG において、プロジェクトで確立した植物遺伝資源の維持・管理・利用の手法を他

の生物遺伝資源に応用することが期待される。

また、中長期的には、メキシコ全体の遺伝資源の保全及びそれらの国内外での利用が期

待できる。

さらに、将来的には、遺伝資源管理の技術的手法を、近隣諸国の研究者の能力向上につ

なげることも期待される。

５．前提条件・外部条件（リスク・コントロール）

（１）事業実施のための前提

必要な人材の配置及び予算の獲得がメキシコ側により行われる。

（２）成果達成のための外部条件

政変等により遺伝資源の政策決定に関与する者のプロジェクト成果の政策反映に影響が

生じない。

（３）プロジェクト目標達成のための外部条件

日墨両政府による遺伝資源の維持・管理に関する方針が変更しない。

６．評価結果

本事業は、メキシコの開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致しており、また、

計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。

７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用

（１）遺伝資源の研究施設の研究環境の改善及び組織の運営管理体制の整備を目的としたパキ

スタン国「植物遺伝資源保全研究所計画（アフターケア）（2001 年～ 2003 年）」においては、

①遺伝資源の活用にかかる継続性を保つための関係者間の認識の共有、②研究者の能力・

十分な予算・優れた資機材の確保、③短期専門家の派遣や本邦研修による相手国側の研究

者の技術更新の必要性が教訓として挙げられている。本プロジェクトにおいても、遺伝資

源の管理・利用のための CNRG の組織体制の強化を進めることとしており、このために日

本側及び相手国側実施機関間との TV 会議等を活用した認識の共有、協議結果を踏まえた

必要な投入等の確保、研修等を踏まえた研究者の能力向上を積極的に進めることとする。
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（２）「（科学技術研究員）メキシコ遺伝資源の持続的利用の基盤構築（2010 年 7 月～ 2012 年 7 月）」

による CNRG への長期専門家派遣及び「日墨戦略的グローバル・パートナーシップ研修計

画」によるメキシコ研究機関の研究員のわが国における研修（植物遺伝資源、2011 年 1 月～）

により、2011 年 5 月より活動を開始した CNRG の運営に日本の遺伝資源管理・利用に関す

る基礎的な研究システムや技術が提供されたところである。

本プロジェクトにおいても、植物遺伝子を中心とした遺伝的多様性の評価やそれを踏ま

えた遺伝資源の管理手法、長期保存が困難な種子の保存手法、国際法にのっとった遺伝資

源の交換手法の確立等に日本の技術を積極的に活用していく。

８．今後の評価計画

（１）今後の評価に用いる主な指標

４．（１）のとおり

（２）今後の評価計画

・ 中間レビュー 2015 年 10 月頃

・ 終了時評価 2017 年 10 月頃
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第１章　詳細計画策定調査の概要

１－１　調査団派遣の背景

メキシコ合衆国（以下、「メキシコ」と記す）は、生物多様性大国（メガバイオダイバーシティー

国家）世界第 5 位に位置づけられているとおり、多様な固有遺伝資源を保有する国であり、その

遺伝資源の適切な保存と管理は同国政府の責務である。

このようななか、メキシコ政府は国家開発計画（2007 年～ 2012 年）において、遺伝資源の保

存及び保護への取り組みを掲げ、国内の動植物、微生物資源を含めた遺伝資源の保存、保護、持

続的利用を包括する関係組織間メカニズム、国家遺伝資源システム（Sistema Nacional de Recursos 
Genéticos para la Alimentación：SINARGEN）を設立した。この一環として、国立農牧林研究所

（National Forestry, Crops and Livestock Research Institute：INIFAP）は国立遺伝資源センター（National 
Genetic Resources Center：CNRG）をハリスコ州テパティトランに設置し、2011 年 5 月より正式に

活動を開始したところである。

しかしながら、これまでのところ、遺伝資源の収集、保全、また、それらの長期保存体制が未

整備であり、持続的利用の促進につながる事例も不足している。このため、今後は遺伝資源の多

様性評価及び長期保存技術の確立や、遺伝資源の材料移転や国際利用に関する利益配分のモデル

を確立し、CNRG の遺伝資源を国際的に役立てるための基盤を構築する必要があることから、今

般、メキシコ政府からわが国に対し、科学技術協力「メキシコ遺伝資源の多様性評価と持続的利

用の基盤構築」（以下、「本プロジェクト」と記す）が要請された。

なお、わが国は、CNRG に対し、2010 年 7 月から 2012 年 7 月まで科学技術研究員等の派遣に

よる協力を実施し、CNRG の立ち上げから運営に係る協力を実施してきた実績がある。

本プロジェクトは、メキシコ側研究機関の INIFAP をカウンターパート（C/P）機関、CNRG
をプロジェクトサイトとし、わが国側研究機関の筑波大学、独立行政法人農業生物資源研究所

（National Institute of Agrobiological Sciences：NIAS）と、C/P との国際共同研究で実施される。メキ

シコ原産かつ地域的、国際的な農業経済上のポテンシャルをもつものの、研究が立ち遅れている

植物種 6 種（*）を中心とした遺伝的多様性評価及び長期保存法の確立や、遺伝資源の国際利用

に関する移転や利益配分もかんがみた組織体制構築を通じ、メキシコの遺伝資源の保全管理及び

遺伝資源の持続的利用をめざすこととしている。

（*）アボカド、ハヤトウリ、ウチワサボテン、カカオ、アマランサス、食用ホウズキの 6 種

１－２　調査目的

本調査は以下を目的として実施された。

（1） 「地球規模課題対応国際科学技術協力」の実施にあたり、本事業の目的、実施の仕組み等

について、今回案件関係者の理解を得る。

（2）�プロジェクト実施機関・関連機関の状況を把握し、実施体制（役割、人員、組織体制、予

算、実施能力等）を明らかにする。

（3）�プロジェクトに関する 5 項目評価を行い、プロジェクト・デザイン・マトリックス

（PDM）、活動計画（PO）、事業事前評価表（案）を作成する。

（4）�協議結果を議事録として協議議事録（M/M）に取りまとめ、署名・交換する。



－ 2 －

１－３　調査方法・内容

本調査の調査方法・内容は以下のとおりである。

（1）�要請の背景、プロジェクトの枠組み、プロジェクト対象地、直接及び間接裨益者、活動

内容、協力期間、相手国 C/P それぞれについてその妥当性を確認する。

（2）�相手国研究機関の施設・会場を視察し、プロジェクトの活動現場の状況について確認す

る。

（3）�プロジェクトで行う研究内容を確認し、プロジェクトの名称について検討・協議を行

う。

（4）�プロジェクト実施に必要な投入と、投入時期、コストの分担について検討・協議する。

（5）�プロジェクト開始に向けて必要な事項（手続き、スケジュール等）について協議する。

１－４　団員構成及び派遣期間

団員構成は以下のとおりであり、派遣期間は 2012 年 8 月 26 日から 2012 年 9 月 8 日までである。

担当分野 氏名 所属

総括 上條　直樹 JICA メキシコ事務所長

研究総括 渡邉　和男 筑波大学大学院農学研究科　教授

研究協力 河瀬　眞琴 （独）農業生物支援研究所　遺伝資源センター長

国内研究支援 1 国分　牧衛
東北大学大学院農学研究科作物学研究室　教授

JST プログラムオフィサー

国内研究支援 2 井上　千尋 JST 地球規模課題国際協力室 主査

協力企画 和田　剛 JICA 農村開発部　畑作地帯第一課　企画役
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第２章　調査結果

２－１　プロジェクトの背景

２－１－１　生物遺伝資源をめぐる情勢

地球温暖化等の気候変動が顕著化するなか、さまざまな生産条件に応じて、増え続ける世界

人口への安定した食料供給を行うためには、遺伝資源の多様性確保及びその持続的な利用は重

要である。

遺伝資源は、2002 年の持続可能な開発に関する世界首脳会議（通称：ヨハネスブルグ・サ

ミット、WSSD）で打ち出された、水、エネルギー、健康、食料及び生物多様性の 5 つの柱を

すべて支える天然資源である。しかし、2005 年に世界規模で行われたミレニアム生態系アセ

スメントにおいては、植物遺伝資源の保全・利用状況は緩慢であり、危急の対応が必要との

評価が出ている。また、これらを促進する生物多様性条約（Convention on Biological Diversity：
CBD）に関し第 10 回締約国会議（The tenth meeting of the Conference of the Parties：COP-10）が

2010 年に名古屋において開催され、遺伝資源への公正で衡平なアクセスと利益配分（Access 
and Benefit-sharing：ABS）に関する名古屋議定書が採択されている。日本及びメキシコも本議

定書への署名を行っており、今後本議定書の発効とともにその順守が求められる。日本にとっ

ては CBD COP-10 議長国として、議定書の署名及び批准推進、効果的な議定書の運営が望まれ

る。

また、バイオテクノロジーの急速な発展により、遺伝資源はエネルギーと同様に 21 世紀の

戦略資源として認知され、多様な国際条約のなかで法的事項が議論されている。CBD 及び名

古屋議定書においては、遺伝資源の国家主権の尊重が認知され、また遺伝資源から得られる知

識や材料については、ABS が最大の課題となっている。ただし、ABS についてはメキシコに

限らず、具体的な事例が少なく、事例構築による啓発及び各締結国による関連法整備の促進が

期待されている。特に、多様な遺伝資源を有するメキシコにおいて、適正な遺伝資源の移転や

利用に係る体制の整備に貢献することは、その持続的利用の観点からわが国のみならず世界的

にも意義深い。

２－１－２　メキシコにおける生物遺伝資源セクターの現状と課題

メキシコは世界第 5 位の多様な遺伝資源を有する国であり、世界的にも重要性のあるメキ

シコ原産の植物遺伝資源が多数存在する。メキシコ国内においても、遺伝資源の収集活動は

1940 年代より取り組まれてきたものの、保存施設の老朽化、管理の不足等によりその遺伝的

多様性や保全に関する研究は主要作物（小麦、トウモロコシ等）に限定されており、地域や現

地特有の遺伝資源の保全管理に関する研究は限られている。

例えば、現地の生活や文化の一部であり、商品作物として世界の農業経済上重要なナス科植

物（トマト、トウガラシ、食用ホオズキ、ジャガイモ野生種等）やウリ科植物（カボチャ、ハ

ヤトウリ等）等には、野生種あるいは在来種にしか見つかっていない有益な植物種が多く存在

するが、これらの遺伝資源の収集、研究には大きな差がみられる。これら商品作物はメキシコ

農家、消費者にとっても重要な植物種であると同時に、これらに関する研究は原産地での多様

性保護の観点からも喫緊の課題である。また、多肉植物種（ウチワサボテン等）は国内での伝

統野菜として消費されるほか、果実や植物体も飼料として利用されている。これらの種は乾燥
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地及び塩生地での耐性が確認されており、気候変動に伴う乾燥や塩害へ適用する作物として期

待される。低利用穀物のアマランサスは、アジア地域においては野菜としても利用されてお

り、またその栄養価の高さから近年健康食品としても注目されている。国際的に商品価値の高

いカカオ及びアボカドもまたメキシコ原産であるものの、国内での収集、保全、遺伝資源多様

性に関する研究は立ち遅れている。これらの遺伝資源の保全と利用に関する研究は、原産地の

メキシコのみならず気候変動に対する新作物利用の対応策、食料安全保障等の観点から世界的

に重要な課題である。

２－１－３　メキシコにおける生物遺伝資源セクターの開発政策と本事業の位置づけ

多様な遺伝資源を有するメキシコ政府は国家開発計画（2007 年～ 2012 年）において、遺伝

資源の保存及び保護への取り組みを掲げ、国内の動植物、微生物資源を含めた遺伝資源の保

存、保護、持続的利用を包括する SINARGEN を設立した。この一環として、2008 年 6 月に農

畜水産農村開発食料省（SAGARPA）は、遺伝資源の生育域外保全の中枢機関としてハリスコ

州テパティトランに CNRG の設立を決定し、2011 年 5 月より INIFAP の所管の機関として正式

に活動を開始したところである。これまで生物遺伝資源（植物、動物、水生生物等）約 25,000
点を収集・保存している。

また、一定程度の経済的及び科学技術水準をもつメキシコは、中米地域の遺伝資源保全活動

の中心としての役割が期待されている。したがって、CNRG はメキシコ国内の遺伝資源保全を

目的として設立されたが、近隣、特に類似の植生及び農業環境をもつ中南米諸国からの遺伝資

源の寄託を通じ、生物多様性及び食料安全保障、地球温暖化に対する適応策のための遺伝資源

を長期に保存する機関としての役割を果たすことが期待されている。

２－１－４　メキシコの生物遺伝資源セクターに対するわが国及び JICA の援助方針

本件科学技術協力は、わが国（外務省）の事業展開計画に示される援助重点分野「地球環境

問題」、開発課題「地球規模の気候変動への対策強化」のなかの協力プログラム「気候変動対

策能力強化（科学技術協力の推進）」に該当し、生物多様性の分野における科学技術協力を通

じた気候変動対策能力強化をめざす。

２－１－５　他の援助機関の動向

現在、INIFAP 及び CNRG に対し生物遺伝資源に係る研究プロジェクト支援は行われていな

い。

なお、「（科学技術研究員）メキシコ遺伝資源の持続的利用の基盤構築（2010 年 7 月～ 2012
年 7 月）」による CNRG への長期専門家派遣及び「日墨戦略的グローバル・パートナーシップ

研修計画」によるメキシコ研究機関の研究員のわが国における研修（植物遺伝資源、2011 年 1
月～）により、2011 年 5 月より活動を開始した CNRG の運営に日本の遺伝資源管理・利用に

関する基礎的な研究システムや技術が提供されたところである。
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２－２　プロジェクトの基本計画

２－２－１　プロジェクト目標

本プロジェクトは、以下を目標とする。

（1）CNRGにおいて、対象種6種を中心とした遺伝的多様性の評価及び保存法の確立を通じ、

植物遺伝資源の持続的な保存・管理システムが確立される。

（2）CNRG において、遺伝資源の交換に関する方針が確立される。

なお、上位目標として「メキシコ遺伝資源の保存法、多様性評価及び持続的利用のための基

盤が構築される。」を設定したが、これはプロジェクトの進むべき方向性を示すものとして設

定するものであり、評価指標の設定は行わないこととした。

２－２－２　プロジェクトサイト / 対象地域

本プロジェクトは、INIFAP をカウンターパート機関とし、研究活動はハリスコ州テパティ

トランに位置する INIFAP の下部機関である CNRG において実施される。プロジェクト活動は

CNRG において実施されるものであり、他地域では研究材料の収集等が想定されるが、パイ

ロット活動などは予定されていない。

２－２－３　成果と想定される活動（あるいは調査項目）と指標・目標値

本プロジェクトでは目標の達成を支える成果として、以下 3 つの成果項目を掲げる。

成果 1： CNRG において、対象種 6 種の遺伝的多様性が評価されるとともに、持続的利用

のための基盤が構築される。

活動：

1-1  対象種の遺伝子マーカー及びその同定システムを開発する。

1-2  CNRG が保有する対象種の遺伝的多様性評価を行う。

1-3  多様性評価情報に基づきコレクションの複製及びコアコレクションの選定を行う。

1-4  遺伝資源のデータベース及び情報の管理システムを構築する。

1-5  CNRG における植物遺伝資源の長期整備計画及び年次計画を策定する。

指標：

1-1 対象種 6 種の遺伝子マーカーが開拓される。

1-2  対象種のうち、アボカドを含む 2 種のコアコレクションが選定され、メキシコ国内の

研究機関等で利用される。

1-3  遺伝資源に係る情報管理システムが運用可能となる。

1-4  CNRG における植物遺伝資源の長期整備計画が策定・実施される。

成果 2：対象種の種子の長期保存法が開発される。

活動：

2-1  難貯蔵性種子の組織培養法及び成長抑制保存法を確立する。
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2-2  難貯蔵性種子の低温保存法を確立する。

2-3  バレイショの低温保存法を開発する。

2-4  オーソドックス種子の長期保存法を確立する。

指標：

2-1  難貯蔵性種子 3 種の成長抑制保存法が確立される。

2-2  難貯蔵性種子 4 種の超低温保存法が確立される。

2-3  バレイショの 300 系統のアクセッションが超低温保存される。

2-4  オーソドックス種子が新たに開発されるマニュアルに沿って保存される。

成果 3：CNRG における遺伝資源のアクセス及び利益配分に係る戦略が策定される。

指標：

3-1  遺伝資源研究に関する手引きが整理される。

3-2  CNRG における国際間の植物遺伝資源の譲渡に必要な契約書式が整理される。

3-3  プロジェクトによるメキシコ遺伝資源の保存・管理に関する国家戦略への技術的な提

言がなされる。

3-4  遺伝資源に係る学術的提要が取りまとめられる。

活動：

3-1  国際協定等にのっとった国際間の遺伝資源の交換及び倫理的、法的、社会的問題

（Ethical, Legal and Social Issues：ELSI）に関する研究を取りまとめる。

3-2  CNRG における遺伝資源のアクセス及び利益配分に係る戦略を策定する。

3-3  プロジェクトによるメキシコ国内の遺伝資源に係る国家戦略に対する技術的な提言を

行う。

3-4  遺伝資源科学に係る学術分野を創生する。

２－２－４　投入の概要（日本側、メキシコ側）

本プロジェクトでは下記のとおり人的投入及び物的投入を計画している。

表２－１　日本・メキシコ側の投入内訳

日本側 メキシコ側

人的投入 a） 専門家派遣

・長期専門家 （ジーンバンク管理、植物

遺伝資源）

・短期専門家 （植物遺伝資源、組織培養、

超低温保存、情報管理）

・業務調整員

a） INIFAP （CNRG）による必要な人材の配

置

・プロジェクトダイレクター

・プロジェクト管理者

b） 研究者 （オーソドックス種子、組織培

養、分子生物学、動物遺伝資源、微生

物遺伝資源、情報管理）
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物的投入 b） 日本におけるカウンターパート研修

c） 予算の範囲内でのプロジェクト活動に

必要な資機材

d） 在外事業強化費

c） 執務に必要な環境整備（執務室、備品ス

ペース等）

d） 研究機関における経費

・カウンターパートの賃金及び国内移動

に要する経費

・運営経費（光熱費、水道費、インター

ネット、液体窒素、資機材の運営管理

に要する費用）

e） プロジェクトに必要な機材等に係る税

金、通関経費

f） その他

２－２－５　総事業費 / 概算協力額

詳細計画策定調査時点における総事業費の概算は、約 3 億 7,000 万円と試算される（総事業

費は今後の資機材調達内容及び価格によって変動する）。

２－２－６　事業実施スケジュール

本プロジェクトは 2013 年 7 月から 5 年間のプロジェクト期間を予定する（詳細の活動スケ

ジュールは付属資料 PO 参照）。

２－２－７　事業実施体制

本プロジェクトは日本側の日本人長期・短期専門家とメキシコ側の CNRG の研究員 / 技術者

によって実施される。

２－２－８　他ドナーとの連携

本プロジェクトの実施にあたってドナー間の連携活動は想定されていない。しかしながら、

本プロジェクトの成果を域内に広く普及する目的のためにセミナー等を実施することが予定さ

れている。

２－３　協議結果の概要とプロジェクト実施上の留意点

２－３－１　プロジェクト実施体制

CNRG は、2012 年 8 月 1 日現在、正規の職員 29 名（うち研究部署所属スタッフ 17 名）、任

期つきで運営経費にて雇用する職員が 17 名（うち研究部署所属スタッフ 15 名）の総計 46 名（う

ち研究部署所属スタッフ 32 名）が在籍しており、今後、順次、人員を追加し、将来的には 60
名体制とする予定である。

プロジェクトの効率的な実施かつプロジェクト終了後の持続的な運営のため、INIFAP 及び

CNRG に対し適切な研究員等の配置を担保するよう依頼しており、プロジェクト期間中も適切



－ 8 －

な措置が取られるか注視が必要である。

なお、研究員等の雇用期間は 3 年間が最長の例が多いことから、継続的な雇用による頻繁な

カウンターパートの交代を避けることを INIFAP 側に求めたが、被雇用者の意向を無視した継

続的な雇用は約束できないとして、この点での約束は取りつけることはできなかった。プロ

ジェクト開始後は、頻繁なカウンターパートの交代が生じないよう、仮にカウンターパートが

交代する場合にも、プロジェクト活動に支障が生じない措置が講じられるよう確認・要求して

いく必要がある。

２－３－２　メキシコ側の予算確保

INIFAP 全体の予算が伸び悩むなか、今後のプロジェクト実施にあたり人員増や資機材の拡

充に伴う運営経費等の増加が見込まれる。INIFAP はプロジェクト実施に必要な予算の確保を

約束したが、プロジェクト期間中も注視が必要である。

２－３－３　覚書（MOU）の署名について

地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and Technology Research Partnership for Sustainable 
Development：SATREPS）においては、R/D 締結前後に、研究機関間（INIFAP、筑波大学、

NIAS の 3 者）で MOU を締結することとなっているが、ほぼその内容については研究機関間

で合意できていることから、R/D 署名を待たず、準備でき次第署名手続きを進めることとし

た。

２－３－４　日本におけるカウンターパート研修について

遺伝資源に係るカウンターパート研修は日墨戦略的グローバル・パートナーシップ研修計画

の 1 研修コース（植物遺伝資源）として実施している。JICA メキシコ事務所とも協議の結果、

プロジェクトの始まる 2013 年度からのカウンターパート研修は本プロジェクトの枠内で実施

し、日墨戦略的グローバル・パートナーシップ研修計画で利用していた植物遺伝資源コースの

5 名の枠は別コースで利用することとした。
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第 3 章　国際共同研究の視点（本調査における JST 団員のコメント）

本プロジェクトは、世界有数の多様な遺伝資源を有するメキシコの数種の起源種に注目し、そ

の多様性の評価、保存法の確立及び遺伝資源へのアクセス・利益配分に係る戦略策定により、遺

伝資源の産業的利用の体制整備と技術基盤を構築することを目的としている。これまで、本プロ

ジェクトと目的が類似した国際共同研究は多数実施されてきたが、本プロジェクトが対象とする

メキシコ起源の 6 種（アボカド、ハヤトウリ、ウチワサボテン、カカオ、アマランサス、食用ホ

ウズキ）に関しては、従来研究対象とされてきた主要作物（稲、小麦、大豆など）に比較し、研

究蓄積が極めて少ないため、遺伝的多様性に関しては情報が少ない。また、これら対象種は主要

作物とは植物としての生理的特性が異なるため、特異な長期保存技術が必要であるが、この面で

の研究蓄積も少ない。これらのことから、本プロジェクトが対象としている植物種の遺伝的多様

性の評価と長期保存法の開発は、科学技術の進展と産業利用の基盤構築に資するものであり、研

究実施の意義は大きい。

メキシコにおける研究実施機関である CNRG は 2011 年に組織再編され研究活動を開始したた

め、本プロジェクトのめざす研究体制が十分できているとはいい難い。そのため、研究拠点であ

る CNRG における研究設備・機材の整備とともに、本プロジェクトが計画している共同研究や

メキシコ人研究者の研修受入れを通じ、メキシコの若手研究者の研究遂行能力の向上を図ること

が極めて重要と判断される。
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第４章　プロジェクト評価

４－１　プロジェクトのモニタリングと評価

本プロジェクトでは実施期間中を通して適切なモニタリングと評価を行うことが求められる

が、その円滑な実施を担保する仕組みとして以下の調査等を計画する。

（1）合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）の設置

JCC ミーティングの機会をもって、プロジェクト活動の進捗確認並びに今後の計画を討

議、調整する。JCC は年に 1 回もしくは必要に応じて複数回の実施を見込む。

（2）中間レビュー調査

プロジェクト期間の中間時点において、プロジェクト目標並びに成果の達成状況等につい

て 5 項目評価の観点から確認し、今後のプロジェクト期間で取り組むべき課題などについて

提言を行う。

（3）終了時評価調査

プロジェクト終了 6 カ月程度前に、プロジェクトにかかる 5 項目評価を実施する。あわせ

て、終了までの約 6 カ月間で行うべき活動への提言、並びにプロジェクト終了後の活動につ

いて提言を行う。

４－２　5 項目評価と結論

４－２－１　妥当性

（1）メキシコ政府の政策との整合性

本プロジェクトはメキシコの国家戦略である「2007-2012 国家開発計画」に掲げる「遺

伝資源の保存と保護への取り組み」に整合している。

（2）ターゲットグループのニーズとの整合性

プロジェクトサイトである CNRG は 2011 年 5 月に活動を開始したばかりであり、遺伝

資源の評価、研究基盤に基づく保全及び持続的利用に関する技術移転を望んでいる。

また、CNRG は本プロジェクトを、現在作成中の 6 カ年研究計画（2013-2018 年）の主

要活動の 1 つと位置づける予定であり、研究ニーズに整合している。

（3）対象地の適切性

遺伝資源の生育域外保全の中核施設として設立された CNRG は、メキシコ国内におけ

る遺伝資源保全活動の中心となる機関であり、遺伝資源保全のための施設（冷凍貯蔵室、

種子乾燥室、組織培養室、超低温保存施設）を完備する等研究環境インフラが整備されて

いる。

４－２－２ 有効性

（1）プロジェクト目標・成果達成見込み

プロジェクト目標（① CNRG における遺伝資源持続的な保存・管理システムが確立さ
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れる。② CNRG における遺伝資源の交換に関する方針が確立される。）は、次の点から達

成可能性が高い。

・CNRG には、遺伝資源の長期保存に必要な施設が既に整っている。

・CNRG には、プロジェクトを実施するために必要な人材が整っている。

・INIFAP は研究に関する政策決定を自ら実施できる権限を有している。

また、INIFAP、CNRG と筑波大学（UT）、NIAS との間には、遺伝資源に関する強固な

関係が既に構築されている。 

（2）前提条件・外部条件の充足

ただし、実施体制の観点からは、達成を担保するために下記前提条件の充足がとりわけ

重要である。

① CNRG において必要かつ適切な人員を配置すること。

② INIFAP 及び CNRG が、PDM に記載するメキシコ側の負担すべきローカルコストを負

担すること。また、日本側がメキシコにて購入し供与する機材については、日墨技術

協力協定に基づき、INIFAP が必要な税負担または免税手続きを実施すること。

その他、外部条件として、自然災害や予期せぬその他被害にあわないことも挙げられ

る。

４－２－３　効率性

（1）人材面

日本側は各活動内容に対応した専門家の配置を予定している。また、CNRG は各活動内

容に応じたカウンターパートの配置を予定している。

（2）その他投入

本プロジェクトへの投入規模は、プロジェクト活動の内容及び規模の観点にかんがみ

て、その投入量は妥当である。ただし、持続性の観点から投入機材の妥当性に関しては慎

重に精査する必要がある。

４－２－４　インパクト

CNRG において、プロジェクトで確立した植物遺伝資源の維持・管理・利用の手法を他の生

物遺伝資源に応用することが予定されている。また、中長期的にメキシコにおいて同国の遺伝

資源の保全及び国外も含めた利用が期待できる。さらに、将来的には、遺伝資源管理の技術的

手法を近隣諸国の研究者の能力向上につなげることが期待される。

４－２－５　持続性

（1）政策面

CNRG が国家戦略に基づき設置されていることから、CNRG は政府の支援をプロジェク

ト終了後も恒常的に得られることが期待される。また、メキシコの生物遺伝資源の維持・

管理等は、政府担当等の交代にかかわらず、メキシコとして中長期的にめざしていくもの
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と考えられる。

（2）組織面

現在の CNRG では、プロジェクト開始にあたって研究活動の継続に十分な支援体制及

び人数が配置されている。ただし、プロジェクト期間中及び終了後の適切な人材の配置は

不可欠である。

（3）技術・制度面

現時点では、研究活動の継続に関し、技術面及び制度面における特段の懸案事項はみら

れない。
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（参考 1） 

図 4-1：CNRG 体制図（2012.8.1 現在） 

 
 

（参考 2） 

表 4-1：CNRG 運営経費 

（単位：ペソ） 

 運営経費計  

消耗品費 サービス費 物財費 

2011 年 

（5 月-12 月） 

16,941,817 1,522,000 2,587,275 12,832,542 

2012 年 

（1 月-12 月） 

18,360,733 4,968,514 6,623,612 7,068,607 

注1） 運営予算には正規職員（29 名）の給与は含まれない。 

注2） 非正規職員（17 名）の給与はサービス費に含まれる。 

注3） 1 ペソ＝5.909 円（2012.9 JICA 統制レート） 

 

図４－１　CNRG 体制図（2012.8.1 現在）

 表４－１　CNRG 運営経費 （単位：ペソ）

運営経費計
消耗品費 サービス費 物財費

2011 年

（5 月～ 12 月）
16,941,817 1,522,000 2,587,275 12,832,542

2012 年

（1 月～ 12 月）
18,360,733 4,968,514 6,623,612 7,068,607

注 1）運営予算には正規職員（29 名）の給与は含まれない。

注 2）非正規職員（17 名）の給与はサービス費に含まれる。

注 3）1 ペソ＝ 5.909 円（2012.9 JICA 統制レート）
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４－３　結論

現在メキシコ政府は、国家戦略として遺伝資源の保全と保護への取り組みを進めている。ま

た、プロジェクトサイトである CNRG は 2011 年 5 月に活動を開始したばかりであり、遺伝資源

の評価、研究基盤に基づく保全及び持続的利用に関する技術移転を望んでおり、この観点におい

て本プロジェクトは同国の政策及びニーズに合致しており、高い妥当性を有している。

また、プロジェクトは CNRG において、遺伝資源の長期保存に必要な施設・人材が既に整っ

ており、また、C/P である INIFAP は研究に関する政策決定を自ら実施できる権限を有しており、

求められる研究成果は達成される可能性が高い。さらには INIFAP、CNRG と筑波大学（UT）、
NIAS との間には、遺伝資源研究に関する強固な関係が既に構築されており、プロジェクトの有

効性も高いと判断できる。ただし、有効性を確保するためにはプロジェクト実施前の前提条件、

すなわち CNRG において必要な人員や予算措置が講じられることが求められる。

効率性については、本プロジェクトは一定の資機材がメキシコ側予算で新設された CNRG に

おいて実施されるものであり、かつ日本・メキシコ側双方において適切な人材配置が予定されて

いるため、効率性は確保されている。ただし、投入予定の資機材については比較的過大となる可

能性があるため、持続性も視野に入れた資機材選定・導入を進める必要である。

インパクトについては、中長期的な視点においてメキシコの生物遺伝資源の維持・管理に貢献

するインパクト発現が期待できる。

プロジェクト終了後の持続性については、CNRG が国家戦略に基づき設置されていることか

ら、CNRG は政府の支援をプロジェクト終了後も恒常的に得られることが期待され、メキシコの

生物遺伝資源の維持・管理等は、政権等の交代にかかわらずメキシコとして中長期的にめざして

いくものと考えられる。
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別紙１ 

(1) 調査日程・行程 

 

日時  

8/26 日 移動日 成田→メキシコシティ 

8/27 月 JICA メキシコ事務所打合せ表敬 

国立農牧林研究所（INIFAP)表敬〔農畜水産農村開発食料省(SAGARPA)、

外務省（MOFA）参加〕 

8/28 火 メキシコシティ→テパティトラン 

国立遺伝資源センター（CNRG）表敬（協議事項共有、CNRG 施設視察） 

8/29 水 CNRG にて具体的な活動内容、スケジュール、評価指標等を協議 

8/30 木 CNRG にて具体的な活動内容、スケジュール、評価指標等を協議 

8/31 金 CNRG にて M/M 内容協議 

9/1 土 資料整理         

9/2 日 資料整理 

9/3 月 CNRG にて M/M 内容協議 

9/4 火 テパティトラン→メキシコシティ 

INIFAP にて M/M 内容協議（SAGARPA、MOFA 参加） 

9/5 水 INIFAP にて M/M 内容協議 

9/6 木 JICA メキシコ事務所報告 

在メキシコ日本大使館報告 

M/M 署名 

9/7 金 移動日 メキシコシティ→ 

9/8 土 移動日 →成田 

 

 

(2)  主要面談者 

 

1）国立農牧林研究所（INIFAP） 

Dr. Pedro Brajcich Gallegos 所長 

 Dr. Salvador Fernández-Rivera 研究・革新・協力責任者 

 M.Sc. Aureo Zagal Flores 国際研究協力課長 

 

2）国立遺伝資源センター（CNRG） 

 Dr. José Fernando De La Torre Sánchez 所長 

  

（オーソドックス種子研究室） 

 M.Sc. Claudia Pérez Mendoza 

  M.Sc. Susana Ramirez 

  M.Sc. Alba Hemández Ibañez 

 

(組織培養研究室) 

 Dr. Carlos Castillo 
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１．調査日程・主要面談者



  Dr. Esmeralda Cruz Gutiérrez 

 

 （ゲノム DNA 研究室） 

 Dr. Moisés Cortes Cruz 

  Dr. Luis Felipe Guzmán 

 

(水産・畜産研究室) 

 M.Sc. Horacio Álvarez Gallardo 

 

(微生物研究室） 

 Dr. Ramón Ignacio Arteaga Garibay 

  M.Sc. Marcos Daniel Martinez Peña 

 

3）農畜水産農村開発食料省（SAGARPA） 

  José Rodrigo Vidal 国際局副局長 

 

4）外務省（SRE）/国際開発協力庁（AMEXCID） 

 Eflain del Angel Ramies 副課長 

 Lorena Garcia Nova 課員 

 Evelyn Sánchez Hernández 課員 

 

5）在メキシコ日本国大使館 

 谷口 慎 二等書記官 

 

6）JICA メキシコ事務所 

 上條 直樹 所長 

 関口 美紀 次長 

 Alejandro Rios ナショナルスタッフ 
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ANNEX I: PROJECT DESIGN MATRIX (PDM) DRAFT  
プロジェクトタイトル:メキシコ遺伝資源の多様性評価と持続的利用の基盤構築  
ターゲットグループ：CNRG の研究者 
協力期間: 2013.MM – 2018.MM （60 カ月）  

                                                                                                         Ver.0 (5/September/2012) 
Project Summary Objectively verfirable Indicator Means of Verfication Impotant Assumption 

【上位目標】 

メキシコ遺伝資源の保存法、多様性評価及び持続的利用

のための基盤が構築される。 

 
 

 
 

【プロジェクト目標】 

1. CNRG において、対象種 6 種（＊）を中心とした遺伝的多

様性の評価及び保存法の確立を通じ、植物遺伝資源の

持続的な保存・管理システムが確立される。 

2. CNRG における遺伝資源の交換に関する方針が確立さ

れる。 

1. CNRG において植物遺伝資源の保存・管理マニュアル

に従って、植物遺伝資源が導入・保存され、その情報

が公開される。 

2. 日本－メキシコ間で材料譲渡契約に基づく遺伝資源の

交換が試行される。 

政策文書 

譲渡計画文書及び実

績報告書 

日墨両政府による遺伝資源の維持・

管理に関する方針が常に改善され

る。 

【成果】 
 
1. CNRG において、対象種 6 種の遺伝的多様性が評価さ

れるとともに、持続的利用のための基盤が構築される。 
2. 対象種の種子の長期保存法が開発される。  
3. CNRG における遺伝資源のアクセス及び利益配分に係

る戦略が策定される。 
 
（＊）アボカド、ハヤトウリ、ウチワサボテン、カカオ、ア
マランサス、食用ホウズキの 6 種 

 

1-1 対象種 6 種の遺伝子マーカーが開拓される。  

1-2 対象種のうち、アボカドを含む 2 種のコアコレクションが

選定され、メキシコ国内の研究機関等で利用される。 

1-3 遺伝資源に係る情報管理システムが運用可能となる。

1-4 CNRG における植物遺伝資源の長期整備計画が策定・

実施される。 

 

2-1 難貯蔵性種子 3 種の成長抑制保存法が確立される。 

2-2 難貯蔵性種子 4 種の超低温保存法が確立される。 

2-3 バレイショの 50 種のアクセッションが超低温保存され

る。 

2-4 オーソドックス種子が新たに開発されるマニュアルに沿

って保存される。 

 

3-1 遺伝資源研究に関する手引きが整理される。 

3-2 CNRG における国際間の植物遺伝資源の譲渡に必要

な契約書式が整理される。 

3-3 プロジェクトによるメキシコ遺伝資源の保存・管理に関

する国家戦略への技術的な提言がなされる。 

3-4 遺伝資源に係る学術的提要が取りまとめられる。 

プロジェクト活動報告

書 

 

遺伝資源の政策決定に関与する者

がプロジェクトの成果の政策への反

映を検討する。 

－
43

－

３
．
P
D
M
和
訳



 

 
 
 
 
【活動】 

 

1-1 対象種の遺伝子マーカー及びその同定システムが開発

される。 

1-2 CNRG が保有する対象種の遺伝的多様性評価を行う。

1-3 多様性評価情報に基づきコレクションの複製及びコアコ

レクションの選定を行う。  

1-4 遺伝資源のデータベース及び情報の管理システムを構

築する。 

1-5 CNRG における植物遺伝資源の長期整備計画及び年

次計画を策定する。  

 

2-1 難貯蔵性種子の組織培養法及び成長抑制保存法が確

立される。 

2-2 難貯蔵性種子の低温保存法が確立される。 

2-3 バレイショの低温保存法を開発する。  

2-4 オーソドックス種子の長期保存法を確立する。 

 

3-1 国際協定等にのっとった国際間の遺伝資源の交換及び

倫理的、法的、社会的問題（ELSI）に関する研究を取り

まとめる。  

3-2 CNRG における遺伝資源のアクセス及び利益配分に係

る戦略を策定する。 

3-3 プロジェクトによるメキシコ国内の遺伝資源に係る国家

戦略に対する技術的な提言を行う。 

3-4 遺伝資源科学に係る学術分野を創生する。 

【投入】  

プロジェクト活動が問題なく継続され

る。 
<日本側>  

a) 専門家派遣 

- 長期専門家 (ジーンバンク管理、  

植物遺伝資源)    

  - 短期専門家 (植物遺伝資源、組

織培養、超低温保存、情報管理 

  - 業務調整員 

b) 日本におけるカウンターパート研修  

c) 予算の範囲内でのプロジェクト活動

に必要な資機材 

＜メキシコ側＞ 

a) INIFAP (CNRG)による必要な人材の配

置 

-プロジェクトダイレクター 

-プロジェクト管理者 

b) 研究者 (オーソドックス種子、組織培

養、分子生物学、動物遺伝資源、微生

物遺伝資源、情報管理) 

c) 執務に必要な環境整備（執務室、備品

スペース等） 

d) 研究機関におけるコスト 

-カウンターパートの賃金及び国内移動

に要する経費  

-運営経費(光熱費、水道費、インターネ

ット、液体窒素、資機材の運営管理に要

する費用) 

e) プロジェクトに必要な機材等に係る税

金、通関経費 

f) その他 

（前提条件） 

必要な人材の配置及び予算の獲

得がメキシコ側により行われる。 
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メキシコ遺伝資源の多様性評価と

持続的利用の基盤構築

詳細計画策定調査報告書

平成25年 2月
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